
真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題

高
田
派

栗

原

直

子

は
じ
め
に

真
宗
高
田
派
の
宗
風
や
教
学
、
ま
た
そ
の
歴
史
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
江
戸
時
代
中
期
、
第
十
八

世
法
主
円
遵
（
一
七
四
八
j

一
八
一
九
）
を
中
心
と
し
て
、
復
古
運
動
と
称
し
、
戒
律
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

の
復
古
運
動
に
お
い
て
円
遵
か
ら
絶
大
な
る
信
頼
を
受
け
、
共
に
戒
律
の
伝
持
を
主
張
し
た
学
僧
が
、
本
論
で
取
り
上
げ
る
智
慧
光
院

の
真
淳
（
一
七
三
六

i
一
八

O
七
）
で
あ
る
。

復
古
運
動
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
に
、
真
淳
の

『
大
戒
秘
要
』
）
が
あ
る
。
復
古
運
動
の
一
環
と
し
て
円
遵
の
懇
望
に
よ
り
著
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
か
ら
、
造
悪
無
碍

に
陥
る
者
が
い
る
当
時
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た
真
淳
が
、
今
ま
さ
に
親
鷲
へ
の
回
帰
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

「
浄
肉
文
」
や
「
十
七
箇
条
の
禁
制
」
、
ま
た
顕
智
の
『
聞
書
」
の
上
に
見
ら
れ
る
、
親
驚
が
肉
食
妻
帯
を
行
い
な
が
ら
も
忘
れ
な
か
っ

『
下
野
伝
戒
記
」
（
以
下
『
伝
戒
記
』
）
と
『
下
野
大
戒
秘
要
』
（
以
下

た
で
あ
ろ
う
慎
み
に
注
目
し
、
戒
律
の
道
徳
的
・
倫
理
的
側
面
に
着
目
し
て
、
慎
み
と
し
て
の
戒
律
護
持
を
勧
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
同
時
に
真
淳
は
、
こ
の
戒
律
を
念
仏
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
宗
義
に
即
し
た
も
の
と
し
て
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展
開
し
た
。
こ
う
し
た
慎
み
を
主
体
と
す
る
戒
律
宣
揚
の
動
き
が
、
高
田
派
の
復
古
運
動
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
称
名
念
仏
が
そ
の
ま
ま
戒
律
護
持
に
繋
が
る
と
す
る
等
、
『
伝
戒
記
」
と
『
大
戒
秘
要
』
に
示
さ
れ
る
表
現
は
念
戒
一
致

（

I
）
 

的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
西
谷
順
誓
氏
は
真
淳
を
、
「
淳
公
の
学
説
と
は
便
宜
上
行
儀
的
行
信
論
と
名
く
べ
き
か
」
と
評
価
し
て
お
り
、

（

2
）
 

高
田
派
の
宗
学
に
つ
い
て
、
「
前
き
に
慧
雲
系
栄
え
後
に
真
淳
系
振
ふ
」
と
い
う
も
の
の
、
さ
ら
に
真
淳
に
つ
い
て
言
及
し
、
「
公
の
著

作
に
は
信
を
談
ず
る
到
底
行
に
及
ば
ざ
る
遠
し
、
故
に
其
学
説
は
公
に
於
て
生
命
あ
る
も
、
之
を
人
に
強
い
る
は
危
し
、
後
学
半
鎮
と

（

3
）
 

名
け
て
依
ら
ざ
る
も
亦
理
由
あ
り
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

た
し
か
に
『
伝
戒
記
』
と
『
大
戒
秘
要
」
は
、
戒
律
を
宣
揚
す
る
書
物
で
あ
る
。
し
か
も
信
心
に
つ
い
て
の
言
及
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
あ
く
ま
で
も
復
古
運
動
に
沿
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
復
古
運
動
に
よ
っ
て
宗
門
を
立
て

直
し
た
い
と
い
う
真
淳
の
想
い
が
あ
ま
り
に
強
か
っ
た
が
た
め
に
、
「
戒
」
と
い
う
表
現
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
少
大
げ
さ
な
位
に

称
名
念
仏
の
重
要
性
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
終
始
し
た
た
め
に
、
信
へ
の
言
及

に
は
至
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
或
い
は
、
真
淳
は
し
ば
し
ば
内
容
が
繁
雑
に
な
る
こ
と
を
惜
っ
て
、
「
繁
を
恐
れ
て
こ
こ
に
略

す
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
、
論
旨
か
ら
逸
れ
る
こ
と
を
省
略
す
る
の
で
あ
る
が
、
信
心
に
関
し
て
も
同
様
に
、
繁
雑
に
な
る
こ
と
を

恐
れ
て
、
あ
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

『
伝
戒
記
』
と

『
大
戒
秘
要
』

の
二
著
を
考
察
す
る
だ
け

で
は
、
真
淳
の
行
信
論
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
こ
で
今
回
、
こ
の
他
に
も
多
数
遣
さ
れ
て
い
る
真
淳
の
著
述
の
中
か
ら
、
『
印
施
法
語
科
註
』
（
以
下
「
科
註
」
）
と

『
天
明
宝
訓

誘
蒙
記
』
（
以
下
「
誘
蒙
記
」
）
に
注
目
し
た
。
こ
の
二
冊
は
真
淳
日
く
、
「
一
流
安
心
の
骨
髄
」
と
「
行
者
修
習
の
用
心
」
と
が
一
不
さ

れ
た
円
遵
の
法
語
と
宝
訓
に
、
真
淳
が
註
釈
を
加
え
た
註
釈
書
で
あ
り
、
「
伝
戒
記
」
や
「
大
戒
秘
要
』
で
は
明
確
に
な
ら
な
か
っ
た

真
淳
の
行
信
論
が
述
、
べ
ら
れ
た
書
物
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
こ
れ
ら

『
科
註
」
と

『
誘
蒙
記
」
に
よ
っ
て
真
淳
の
行
信
論
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

『
伝
戒
記
』
や
『
大



戒
秘
要
」
に
一
不
さ
れ
る
戒
の
、
念
仏
と
の
関
わ
り
を
明
確
に
し
、
真
淳
に
お
け
る
復
古
運
動
の
思
想
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
復
古
運
動
の
概
観

真
淳
は
、
江
戸
の
中
・
後
期
に
活
躍
し
た
高
田
派
の
学
僧
で
あ
る
。
同
じ
く
江
戸
中
期
の
高
田
派
の
学
僧
で
あ
っ
た
真
証
の
長
男
と

し
て
、
丈
明
元
（
一
七
三
六
）
年
に
誕
生
。
十
二
歳
で
高
田
派
第
十
七
世
円
猷
に
従
っ
て
得
度
し
、
宝
暦
二

（
一
七
五
二
）
年
、
十
六

歳
の
時
に
京
都
に
遊
学
、
さ
ら
に
同
六
（
一
七
五
六
）
年
、
二
十
歳
で
再
び
京
都
に
渡
り
、
普
寂
（
一
七

O
七
j

一
七
八
一
）
に
就
い

て
、
倶
舎
、
唯
識
、
華
厳
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
、
二
十
七
歳
で
智
慧
光
院
の
住
職
に
就
任
。
智
慧
光
院

は
代
々
本
山
三
院
の
一
つ
と
し
て
法
主
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
る
寺
院
で
あ
り
、
真
淳
も
ま
た
、
歴
代
の
法
会
な
ど
日
々
の
御
堂
諸
事

に
関
わ
る
一
方
、
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
に
安
居
講
師
と
な
っ
て
以
後
、
専
修
寺
に
お
い
て
幾
度
も
講
義
を
行
い
、
宗
門
の
学
事
に

お
い
て
も
そ
の
実
力
を
発
揮
し
た
。
さ
ら
に
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
勧
学
主
を
竣
工
し
、
学
頭
職
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
そ
の
名
声
は
内
外
に
響
き
渡
り
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
に
は
権
僧
正
を
拝
任
し
、
丈
化
四
（
一
八

O
七
）
年
七
十
二
歳
で
示
日
祇

ー
し
れ
ん
。

真
淳
が
京
都
遊
学
中
に
師
事
し
た
普
寂
は
、
江
戸
中
・
後
期
の
浄
土
宗
の
僧
で
あ
り
、
天
台
宗
の
霊
空
光
謙
（
一
六
五
二

1
一七一一一

九
）
か
ら
天
台
を
学
び
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
玄
門
に
師
事
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
浄
土
教
思
想
の
特
色
は
、
正
法
の
仏
教
に
も
ど

（

5
）
 

し
て
仏
教
を
考
え
た
、
正
法
教
の
復
古
主
義
の
立
場
か
ら
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
真
淳
は
円
遵
の
も
と
で
復
古
運
動

（

6
）
 

に
尽
力
す
る
以
前
、
す
で
に
京
都
遊
学
中
に
革
弊
復
古
の
志
を
抱
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
真
淳
の
京
都
遊
学
と

並
日
寂
の
動
向
が
時
期
的
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
真
淳
が
普
寂
に
精
神
的
に
共
感
し
、
彼
の
復
古
の
志
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
た

」
と
は
十
分
に
想
像
し
得
る
。

真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題
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四

と
こ
ろ
で
、
こ
の
普
寂
が
師
事
し
た
玄
門
は
、
江
戸
中
期
の
天
台
宗
に
お
け
る
復
古
運
動
で
あ
る
天
台
安
楽
律
運
動
を
行
っ
た
安
楽

律
一
派
の
流
れ
を
汲
み
、
復
古
運
動
の
一
端
を
担
う
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
師
霊
空
は
、
安
楽
律
運
動
の
要
で
あ
る
天
台
安
楽

律
を
唱
え
た
妙
立
慈
山
（
一
六
コ
一
七
i
一
六
九

O
）
か
ら
そ
の
遺
志
を
継
承
し
、
安
楽
律
一
派
の
派
生
す
る
基
を
な
し
て
、
宗
風
宣
揚

に
献
身
的
に
努
め
た
人
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
普
寂
も
ま
た
、
師
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
復
古
の
志

は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
真
淳
に
も
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

高
田
派
の
復
古
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
派
聞
を
超
え
た
幅
広
い
人
間
関
係
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
精
神
的
影
響
、
ま
た
、
当
時
復

古
運
動
が
仏
教
界
全
体
で
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
起
こ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
こ
の
復
古
運
動
の
中
心
を
担
っ
た
当
時
の
法
主
円
遵
は
、
復
古
運
動
に
際
し
、
門
末
に
向
け
て
い
わ
ゆ
る
「
漸
塊
御
書
」
を

著
し
、
出
家
在
家
関
係
な
く
分
に
合
っ
た
漸
塊
を
懐
い
て
称
名
す
る
こ
と
を
諭
し
て
、
僧
侶
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
肉
食
妻
帯
を
俸
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
自
身
は
肉
食
を
断
つ
こ
と
を
宣
言
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
著
述
で
あ
る

高

田
川
源
論
」
に
は
、
戒
律
を
宗
門
に
認
め
ず
、
そ
の
伝
持
が
な
い
の
が
宗
風
の
特
色
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
間
違
い
で
あ
る
と
し
て
、

風
儀
を
正
し
、
僧
侶
の
行
儀
を
誠
め
る
意
図
で
復
古
運
動
に
取
り
組
む
意
思
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
真
淳
は
、
前
に
挙
げ
た

要
」
に
お
い
て
、
高
田
派
の
伝
戒
相
承
の
正
統
性
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
こ
の

『
大
戒
秘

『
高
田
町
源
論
」

の
大
部
分
を
引
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
円
遵
の
意
思
に
共
感
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

真
淳
と
円
道
に
つ
い
て
、
「
上
人
の
意
図
に
よ
っ
て
真
淳
が
働
い
た
か
、
真
淳
の
影
響
感
化
が
上
人
に
現
わ
れ
た
か
さ
え
判
然
し
な

い
位
に
深
い
関
係
で
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
程
、
円
道
と
真
淳
の
関
係
は
深
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
に
述
べ
た
、

京
都
遊
学
に
お
い
て
真
淳
が
懐
い
た
志
と
、
著
述
の
上
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
円
遵
の
精
神
と
が
、
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
成
立
し
た

の
が
こ
の
復
古
運
動
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
著
さ
れ
た
の
が

「
伝
戒
記
』
と

『
大
戒
秘
要
』

で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
『
伝
戒
記
』
と

『
大
戒
秘
要
』



「
誘
蒙
記
』

で
は
そ
の
念
仏
が
ど
の
よ
う
に
一
不
さ
れ
て
い
る
か
を
窺
う
こ

に
お
け
る
戒
と
念
仏
の
関
係
を
示
し
た
上
で
、
『
科
註
』
と

と
に
よ
っ
て
、
真
淳
の
思
想
に
お
け
る
念
仏
と
戒
の
構
造
を
再
検
討
し
た
い
と
思
う
。

、

「
伝
戒
記
」

に
み
る
戒
律
観
と
念
仏

『
大
戒
秘
要
」

真
淳
は

『
大
戒
秘
要
』

の
中
で
、
称
名
念
仏
と
三
学
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
、

念
仏
ノ
法
門
、
任
運
ニ
戒
定
慧
ヲ
具
ス
ル
コ
ト
、
明
カ
ニ
知
ル
ヘ
シ

（
『
大
戒
秘
要
」

と
し
て
、
称
名
念
仏
す
る
中
に
戒
定
慧
の
三
学
が
白
ず
と
具
わ
る
と
し
て
、
三
学
そ
れ
ぞ
れ
を
取
り
上
げ
て
、
（
一
）
念
仏
と
戒
の
関

一
九
丁
オ
）

係
、
（
二
）
念
仏
と
定
の
関
係
、
（
三
）
念
仏
と
慧
の
関
係
を
、
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

（
ご
念
仏
と
戒

（
叩
）

念
仏
ニ
任
運
ト
防
非
止
悪
ノ
戒
徳
ヲ
具
足
ス
ル
コ
ト
ヲ
領
会
ス
ベ
キ
ナ
リ

（
ニ
）
念
仏
と
定

念
仏
ノ
行
者
、

夕
、
二
同
ニ
コ
、
ロ
ヲ
称
名
ノ
一
行
ニ
専
注
シ
テ
、
不
観
相
貌
、
不
取
相
貌
、

住
座
臥
ヲ
エ
ラ
ハ
ス
、
時
処
諸
縁
ヲ
キ
ラ
ハ
ス
、
行
成
一
片
ナ
ル
ハ
、

ヨ
リ
テ
吾
ヵ
中
興
祖
師
ハ
、
生
死
流
転
ノ
苦
海
ヲ
離
レ
、
彼
ノ
安
楽
浄
土
一
一
往
生
セ
ム
コ
ト
、

コ
レ
定
ナ
リ

深
ク
勧
進
シ
タ
マ
ヘ
リ

（
三
）
念
仏
と
慧

称
名
ノ
本
願
ヲ
深
ク
信
ス
ル
ハ
、
即
チ
コ
レ
智
慧
ナ
リ

念
仏
ヲ
信
シ
行
ス
ル
モ
ノ
、
任
運
ト
智
者
ト
均
キ

真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題

（
『
大
戒
秘
要
』

一
六
丁
ウ
）

ヒ
ト
ヘ
ニ
口
称
三
味
ニ
シ
テ
、
行

（
「
大
戒
秘
要
』

一
七
丁
ウ
）

（
『
大
戒
秘
要
』

口
称
三
昧
ノ
一
行
肝
要
ナ
リ
ト
、

一
七
丁
ウ
）

（
「
大
戒
秘
要
』

（
『
大
戒
秘
要
』

五

一
七
丁
ウ
）

一
八
丁
ウ
）



真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題
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ノ、

念
仏
と
戒
の
関
係
に
お
い
て
は
、
『
大
無
量
寿
経
』
触
光
柔
軟
の
願
と
、
「
観
無
量
寿
経
』
「
一
一
光
明
、
偏
照
十
方
世
界
、
念
仏
衆
生

摂
取
不
捨
」
の
丈
に
よ
っ
て
、
念
仏
の
行
者
こ
そ
が
こ
の
仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
念
仏
そ
の
も
の
に
既
に
防

非
止
思
の
戒
徳
が
自
ず
と
具
わ
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
称
名
念
仏
に
心
を
注
ぐ
こ
と
が
定
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
念
仏
を

信
じ
る
こ
と
が
智
慧
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
信
じ
称
名
念
仏
す
る
者
こ
そ
が
智
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
高
田
派
中
興
の
祖
真
慧

（
一
四
三
四
j

一
五
一
一
一
）

の
丈
に
よ
っ
て
、
定
と
し
て
の
称
名
念
仏
に
心
を
注
ぐ
こ
と
が
い
か
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
を
強
調
す

る。
ま
た
、
『
観
経
』
下
中
品
の
破
戒
の
罪
人
が
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
丈
か
ら
、
こ
の
と
き
に
転
じ
た
と
こ
ろ
の
清
涼

の
風
は
戒
体
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
名
号
所
具
の
名
義
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
破
戒
の
罪
人
の
罪
が
消
え
る
の
は
弥
陀
の
名
号
が
戒
体

で
あ
る
か
ら
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
一
不
さ
れ
た
の
が
以
下
の
丈
で
あ
る
。

ス

ル

ン

ト

ノ

観
経
ノ
下
中
品
破
戒
ノ
罪
人
、
命
欲
ν
終
時
、
地
獄
衆
火
一
時
二
倶
ニ
至
ル
ニ
及
テ
、

テ

キ

ノ

ノ

ヲ

徳
、
及
ヒ
彼
ノ
仏
ノ
光
明
神
力
等
ヲ
説
ク
ヲ
聞
テ
、
間
巳
除
一
八
十
億
劫
生
死
之
罪
、

果ノ差
猛 2立
火同

ノ

イヒン；
為ガ

清春
宮阿
午、ト弥

ト陀
説仏ノ
玉十
ヘ力
リ威

コ
ノ
清
涼
ハ
、
戸
羅
ノ
翻
名
ニ
シ
テ
、
戒
体
ヲ
イ
フ
ナ
リ

（
略
）
イ
マ
破
戒
ノ
罪
人
仏
ノ
十
力
威
徳
光
明
神
力
戒
定
慧
等
ノ
名
号

所
具
ノ
如
実
ノ
名
義
ヲ
聞
ク
ニ
ヨ
リ
テ
、
罪
熱
消
除
、
ン
、
猛
火
モ
亦
減
、
ン
テ
、
戒
体
還
生
ス
ル
旨
ヲ
一
不
シ
玉
ヘ
リ
。

チ
戒
体
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
ナ
リ
（
略
）
弥
陀
ノ
名
号
即
チ
コ
レ
ナ
ル
ノ
旨
ヲ
察
ス
ベ
シ

コ
レ
名
号
即

（
「
大
戒
秘
要
」
二

O
丁
オ
j
ウ）

こ
の
よ
う
に
称
え
る
と
こ
ろ
の
名
号
が
戒
体
で
あ
る
と
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
号
を
称
え
た
と
き
に
戒
徳
は
自
然
に
具
わ
る
と

捉
え
て
い
る
。

つ
ま
り
真
淳
は
、
弥
陀
の
名
号
が
戒
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
称
え
る
称
名
念
仏
に
は
仏
道
の
根
本
で
あ
る
三
学
が
自
ず
と
収

め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
称
名
念
仏
は
そ
の
ま
ま
戒
律
護
持
に
つ
な
が
る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
誘
蒙
記
』
に
焦
点
を
当
て
、
真
淳
の
行
信
論
か
ら
彼
の
念
仏
観
を
窺
い
た
い
と
思
う
。

そ
こ
で
次
項
か
ら
は
、

「
科
註
」
と



一一、
「
印
施
法
語
科
註
』

『
天
明
宝
訓
誘
蒙
記
』

に
み
る
念
仏
観

『
科
註
』
は
、
真
淳
が
円
遵
の
法
語
の
内
容
に
科
段
を
付
け
、
そ
れ
に
註
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
天
明
八
年
戊
申
初
夏
十
一
日
脱

稿
」
と
い
う
奥
書
か
ら
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
、
真
淳
五
十
二
歳
の
と
き
に
書
き
終
え
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
『
誘

蒙
記
』

の
は
じ
め
に
は
、
こ
の
円
遵
の
法
語
が
挙
げ
ら
れ
て
、

ン

ヲ

夫
レ
印
施
ノ
一
紙
ハ
、
示
一
一
流
安
心
ノ
骨
髄

（
『
誘
蒙
記
』
上
、
二
丁
オ
i
ウ）

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
科
註
』
は
、

一
流
安
心
の
骨
髄
が
一
不
さ
れ
た
円
道
の
法
語
の
註
釈
書
で
あ
り
、
安
心
に
対
す
る
真

淳
の
理
解
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
い
え
る
。

一
方
『
誘
蒙
記
』
は
、
円
遵
の
宝
訓
を
真
淳
が
三
段
に
分
け
て
註
釈
し
た
も
の
で
、
上
下
二
巻
か
ら
成
る
。
下
巻
の
奥
書
に
、
「
寛

政
十
年
戊
午
初
夏
十
四
日
（
略
）
脱
稿
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
、

『
科
註
』
か
ら
ち
ょ
う
ど
十

年
後
に
全
て
書
き
終
え
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
『
伝
戒
記
』
や
『
大
戒
秘
要
」
は
享
和
二
（
一
八

O
二
）
年
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
よ
り
数
年
前
の
著
作
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
心
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
「
科
註
』
に
対
し
て
、
こ
の

「
誘
蒙
記
」

は
、
冒
頭
に
、

ノ

ヘ

ノ

ヲ

今
此
一
章
、
訓
二
行
者
修
習
用
心
一
玉
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
須
央
モ
相
離
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
、
大
切
ノ
宝
訓
ナ
レ
ハ
、

シ

ル

コ
レ
コ
ノ
宝
訓
ノ
大
意
ナ
リ
ト
応
知

一
流
ノ
道
俗
、

二L

メ
ユ
メ
等
閑
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
候
ナ
リ
。

（
『
誘
蒙
記
」
上
、
二
丁
オ
j
ウ）

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
者
修
習
の
用
心
を
お
し
え
る
円
遵
の
宝
訓
を
註
釈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

真
淳
は

「
誘
蒙
記
」

の
冒
頭
で
、

人
人
久
シ
ク
他
力
易
行
ノ
法
門
ニ
ナ
レ
タ
ル
ガ
、
流
弊
ノ
起
ル
所
由
ナ
リ

（
『
誘
蒙
記
』
上
、
四
丁
オ
）

真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題

七
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と
述
べ
、
他
力
易
行
の
法
門
に
慣
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
機
信
法
の
理
解
が
誤
っ
た
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
の
所
在

が
あ
る
と
し
、

輪
下
印
施
ノ
御
法
語
ハ

南
シ
玉
フ
（
略
）
安
心
ノ
肝
要
ヲ
、
印
施
ノ
一
紙
一
一
一
不
シ
、
且
ツ
ソ
ノ
能
信
ノ
行
相
ニ
就
テ
、
信
機
信
法
ノ
不
実
ヲ
誠
シ
メ
、
念

（
略
）
無
智
ノ
輩
マ
デ
ヲ
モ
、
轍
ク
鎮
解
セ
シ
メ
ム
カ
為
ニ
、
明
白
ニ
能
信
所
信
ヲ
分
チ
テ
、
的
切
ニ
指

仏
行
者
平
生
ノ
用
心
ヲ
示
シ
玉
ヘ
リ

（
『
誘
蒙
記
』
上
、
四
丁
ウ

1
五
了
ウ
）

と
し
て
、
そ
れ
を
誠
め
る
目
的
で
出
さ
れ
た
の
が
円
遵
の
法
語
と
宝
訓
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
両
著
述
に
は
、
こ
の
よ
う
な
円
遵
の
法

語
と
宝
訓
を
元
に
し
て
、
真
淳
の
行
信
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
著
述
の
上
に
真
淳
の
念
仏
観
を
窺
っ
て
い
く
。

真
淳
は
『
科
註
』

の
冒
頭
で
、
法
語
の
註
釈
に
入
る
前
に
、
真
慧
の

一
流
ノ
安
心
ニ
就
テ
昨
僻
解
ヲ
ナ
ス
ハ
ソ
ノ
源
所
信
ノ
法
体
ヲ
弁
明
セ
ザ
ル
ヨ
リ
オ
コ
レ
リ
。
故
ニ
顕
正
流
義
紗
ノ
中
ニ
往
生
ノ

安
心
ヲ
直
指
シ
テ
更
一
一
叫
名
号
ア
リ
ガ
タ
キ
ト
信
ジ
称
ル
ヨ
リ
外
ニ
当
流
ニ
ハ
コ
ト
ナ
ル
義
ナ
シ
ト
ヲ
シ
へ
、
マ
タ
安
心
ノ
濫
ヲ

斥
ケ
テ
、
②
風
ニ
聞
ク
法
蔵
因
位
ノ
修
行
ヲ
モ
弥
陀
果
位
ノ
利
生
ヲ
モ
不
レ
聞
不
レ
知
ト
云
ト
モ
称
念
マ
コ
ト
ナ
ラ
パ
往
生
決
定

ナ
ル
ベ
シ
ト
示
シ
玉
へ
リ

「
顕
正
流
義
秒
』
を
引
用
し
て
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

（
『
科
註
』
四
丁
ウ
j
五
丁
ウ
）

こ
の
よ
う
に
、
高
田
派
の
安
心
は
「
顕
正
流
義
紗
」
に
依
る
こ
と
を
一
不
し
、
そ
の
『
顕
正
流
義
紗
』

の
丈
に
よ
っ
て
、
名
号
を
あ
り

が
た
い
と
思
い
、

そ
れ
を
信
じ
て
称
名
念
仏
す
る
こ
と
が
往
生
の
安
心
で
あ
り
、
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
が
決
定
す
る
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
真
淳
の
著
述
の
中
に
、
こ
の
『
顕
正
流
義
秒
』
の
註
釈
書
で
あ
る
『
顕
正
流
義
紗
蒙
引
』
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
今
挙
げ
た

の
傍
線
①
、
傍
線
②
の
文
に
以
下
の
よ
う
に
註
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。

『
顕
正
流
義
妙
』

傍
線

実｜ニ①
王巳｜レ

真
正
葉
直lノ

南

所
謂
正
直
捨
方
使
、

但
説
鉦
上
道ニ

而

；｜； 
解！ノ
之

t【
也巴

傍
線
②



（日）

コ
レ
聞
ワ
ケ
知
リ
ワ
ク
ル
ナ
ド
イ
フ
、
煩
ハ
シ
キ
コ
ト
ヲ
、
安
心
ト
心
得
タ
ル
濫
ヲ
斥
ケ
玉
フ
ナ
リ

」
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
真
淳
は
こ
の

『
顕
正
流
義
紗
』

の
丈
を
、
こ
れ
以
上
弁
明
の
必
要
の
な
い
、
ま
さ
に
高
田
派
の
安
心
が

示
さ
れ
た
丈
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
意
図
で

『
科
註
』

の
冒
頭
に
も
引
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

法
語
も
ま
た
念
仏
往
生
が
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
科
註
」
は
そ
の
法
語
を
一
流
の
安
心
と
し
て
、
さ
ら
に
よ
り
理
解
し
や
す

い
よ
う
真
淳
が
言
葉
を
足
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
淳
は
称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
決
定
が
一
流
の
安
心
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
誘
蒙
記
』

で
は

信
心
ア
リ
ト
オ
モ
フ
ト
モ
、
名
号
ヲ
ト
ナ
ヘ
サ
ラ
ン
ハ
、
詮
ナ
シ
ト
ナ
リ
。

ユ
エ
イ
カ
ニ
ト
イ
フ
ニ
、
実
ニ
他
力
ノ
信
心
ヲ
獲
得

ス
ル
モ
ノ
ハ
、
称
名
相
続
シ
テ
、
間
断
ナ
カ
ル
ヘ
キ
カ
故
ナ
リ
（
略
）
往
生
極
楽
ノ
所
詮
ハ
、
念
仏
ニ
ア
ル
ユ
エ
、
往
生
セ
ム
ト

オ
モ
フ
ト
モ
、
念
仏
セ
サ
レ
ハ
、
所
詮
ナ
キ
ナ
リ

（
『
誘
蒙
記
』
上
、
三
二
丁
ウ
j
一
二
三
丁
オ
）

と
し
て
、
往
生
す
る
た
め
に
は
念
仏
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
同
じ
く
往
生
決
定
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

往
生
ノ
治
定
ハ
信
心
ノ
決
定
ニ
ア
ル
ナ
リ

（
『
科
註
』

一
一
一
丁
オ
）

こ
の
丈
は
、
円
道
の
法
語
の
、
「
ソ
ノ
御
約
束
ヲ
フ
カ
ク
信
ジ
テ
私
ノ
計
ヒ
ナ
ク
一
期
ノ
間
念
仏
申
セ
パ
」
の
「
フ
カ
ク
信
ジ
テ
」
を

解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
願
名
号
を
信
じ
る
心
が
定
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
往
生
が
決
定
す
る
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
真
淳
は
往
生
決
定
の
因
と
し
て
念
仏
と
信
心
と
の
両
方
を
挙
げ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

（は）

真
淳
は
、
念
仏
正
信
偶
の
「
如
来
本
願
顕
称
名
」
の
文
と

（日）

と
な
り
」
の
文
か
ら
、

『
唯
信
紗
文
意
』

の
「
口
称
を
本
願
と
ち
か
ひ
た
ま
へ
る
を
あ
ら
は
さ
ん

口
称
ノ
願
体
ナ
ル
コ
ト
カ
ヘ
ス
ガ
ヘ
ス
モ
忽
緒
ス
ベ
カ
ラ
ズ

（
『
科
註
』

一O
丁
オ
i
ウ）

と
一
不
し
、
或
い
は
、

真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題

九



真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題

。

タ
ト
ヒ
名
号
ヲ
唱
フ
ト
モ
、
三
心
具
足
セ
サ
レ
ハ
、
順
次
ニ
往
生
ハ
遂
ケ
カ
タ
キ
ナ
リ
。
シ
カ
レ
ハ
コ
ノ
タ
ヒ
ノ
往
生
ハ
、
信
心

肝
要
ナ
リ
。
カ
ク
信
心
肝
要
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
願
体
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ

と
述
べ
て
、
称
名
念
仏
が
本
願
の
願
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
願
体
で
あ
る
称
名
念
仏
と
、
信
心
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

（
「
誘
蒙
記
』
下
、
三
四
丁
ウ
）

第
十
八
ノ
願
体
ハ
、
称
名
ナ
レ
ト
モ
、
ソ
ノ
願
体
ヲ
、
至
心
信
楽
シ
テ
欲
生
ノ
コ
コ
ロ
ヲ
起
サ
サ
レ
ハ
、
副
果
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ハ

ス

。

シ

カ

レ

ハ

往

生

ノ

正

因

ハ

信

心

ニ

ア

ル

（

「

誘

蒙

記

』

下

、

三

四

丁

ウ

）

第
十
八
ノ
願
体
ハ
、
称
名
ニ
シ
テ
、
信
心
ニ
ハ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
、
ソ
ノ
願
体
ニ
カ
ナ
ヒ
テ
、
決
定
往
生
ス
ル
コ
ト
ハ
、
内
因
ノ
信

心

ニ

存

ス

ル

コ

ト

、

各

々

間

違

ナ

ク

、

領

会

ス

ヘ

キ

コ

ト

ナ

リ

（

『

誘

蒙

記

」

下

、

三

六

丁

オ

）

と
し
て
、
本
願
の
願
体
は
称
名
念
仏
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
願
体
に
か
な
っ
て
決
定
往
生
す
る
の
は
、
そ
の
内
因
に
信
心
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
一
方
で
、

報
謝
ノ
称
名
ノ
事
、
（
略
）
最
初
ノ
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
ノ
信
心
歓
喜
ノ
当
体
ニ
、
任
運
自
然
と
具
足
シ
テ
、
仏
願
ノ

不
可
思
議
ナ
ル
カ
タ
ヨ
リ
、
報
恩
謝
徳
ノ
オ
モ
ヒ
出
来
ル
ナ
リ

信
心
決
定
シ
テ
疑
ナ
ケ
レ
パ
コ
ノ
念
念
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
知
恩
報
徳
ノ
念
仏
ナ
リ

（
『
誘
蒙
記
』
下
、
一
一
一
六
丁
ウ
）

（
「
科
註
』
八
丁
オ
j
ウ）

な
ど
と
し
て
、
称
名
は
信
心
歓
喜
を
得
た
と
こ
ろ
に
自
ず
と
具
わ
り
、
そ
の
よ
う
な
称
名
に
は
ま
た
報
謝
の
思
い
も
自
ず
と
具
わ
る
と

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に

報
土
往
生
ハ
果
ナ
リ
。
信
心
念
仏
ハ
因
ナ
リ
（
略
）
他
力
ノ
信
行
ノ
ミ
清
浄
報
土
ノ
真
因
ニ
シ
テ
自
力
雑
善
ハ
剖
果
ス
ル
コ
ト
能

ハズ

（
『
科
註
』

一
五
丁
ウ
）

と
述
べ
て
、
報
土
往
生
の
真
因
と
し
て
、
「
信
心
念
仏
」
、
「
他
力
の
信
行
」
と
、
信
と
行
と
が
共
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
真
淳
は
、
信
心
が
決
定
し
て
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
に
自
然
に
念
仏
は
具
わ
り
、
そ
の
時
が
ま
さ
に
往
生
決
定



そ
の
際
、
信
心
は
そ
の
内
因
で
あ
り
、
念
仏
は
報
恩
謝
徳
の
思
い
か
ら
出
る
称
名
念
仏
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
真
淳
は
、
内
因
で
あ
る
信
心
と
願
体
で
あ
る
称
名
念
仏
と
が
共
に
具
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
往
生
決
定

で
あ
り
、
信
心
も
念
仏
も
、
ど
ち
ら
も
往
生
決
定
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
が
欠
け
た
と
こ
ろ
に
往
生
は
決
定
し
な
い
と
理
解

の
と
き
で
あ
る
と
捉
え
、

し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
、
真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
構
造

以
上
、
「
伝
戒
記
」
『
大
戒
秘
要
」
に
一
不
さ
れ
る
戒
と
念
仏
の
関
係
と
、
「
科
註
」
『
誘
蒙
記
」
に
示
さ
れ
る
念
仏
観
を
み
て
き
た
。
戒

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
『
伝
戒
記
』
『
大
戒
秘
要
」
に
信
が
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
な
い
の
と
同
様
に
、
行
信
論
が
述
べ
ら
れ
る
『
科
註
』

と
『
誘
蒙
記
」
に
は
、
念
仏
と
信
心
に
関
し
て
述
べ
る
上
で
、
戒
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
構
造
を

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
文
が
『
誘
蒙
記
」
と

「
大
戒
秘
要
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

報
謝
ノ
称
名
ノ
事
、
（
略
）
最
初
ノ
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
ノ
信
心
歓
喜
ノ
当
体
ニ
、
任
運
自
然
ト
具
足
シ
テ
、
仏
願
ノ

不
可
思
議
ナ
ル
カ
タ
ヨ
リ
、
報
恩
謝
徳
ノ
オ
モ
ヒ
出
来
ル
ナ
リ

念
仏
ノ
法
門
、
任
運
ニ
戒
定
慧
ヲ
具
ス
ル
コ
ト
、
明
カ
ニ
知
ル
ヘ
シ

（
『
誘
蒙
記
」
下
、
三
六
丁
ウ
）

（
『
大
戒
秘
要
」

一
九
丁
オ
）

こ
れ
ら
は
『
誘
蒙
記
』
と
『
大
戒
秘
要
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
同
じ
「
任
運
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
信
心
と
称
名
念
仏
の

関
係
、
念
仏
と
コ
一
学
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
謝
の
念
仏
は
信
心
が
決
定
す
る
と
こ
ろ
に
自
ず
と
具
わ
り
、
さ
ら

つ
ま
り
真
淳
に
お
い
て
、
三
学
を
具
足
す
る
念
仏
は
、
信

に
そ
の
念
仏
に
は
、
戒
定
慧
の
ご
一
学
も
具
足
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

心
を
得
た
と
こ
ろ
に
具
わ
る
仏
願
他
力
の
念
仏
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
前
項
で
明
か
に
な
っ
た
こ
と
と
絡
め
る
と
、
内
因
で

あ
る
信
心
と
願
体
で
あ
る
報
謝
の
称
名
と
が
共
に
具
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
自
然
に
三
学
を
具
足
し
た
念
仏
の
法
円
で
あ
る
と
捉
え
て
い

真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題



真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題

る
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
真
淳
は
念
仏
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

ハ
シ
メ
本
願
ノ
生
起
本
末
ヲ
聞
テ
、

ワ
カ
機
ノ
方
ニ
、
信
ヲ
起
シ
タ
ル
一
一
、
相
違
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
柳
モ
ワ
カ
賢
ク
テ
、
信
ヲ
オ

モ
、
ア
リ
カ
タ
キ
本
願
招
喚
ノ
勅
命
ニ
ヒ
キ
タ
テ
ラ
レ
マ
イ
ラ
セ
テ
コ
ソ
、

コ
シ
タ
ル
コ
ソ
ト
思
ハ
ス
、
我
等
カ
ア
サ
マ
シ
キ
妄
念
ノ
心
中
一
一
、
往
生
シ
タ
キ
ト
イ
フ
、
信
心
ノ
起
ル
ヘ
キ
ス
ヂ
ハ
ナ
ケ
レ
ト

オ
コ
ル
マ
シ
キ
信
心
モ
オ
コ
レ
、
是
レ
全
ク
他
力
御

回
向
ノ
ア
ラ
ハ
レ
ト
ヨ
ロ
コ
フ
ヲ
、
自
力
ノ
己
レ
ヲ
忘
レ
テ
、
他
力
ノ
回
向
ヲ
信
ス
ル
念
仏
者
ト
ハ
イ
フ
ナ
リ

（
『
誘
蒙
記
』
上
、
九
丁
オ
j
ウ）

ワ
サ
ト
ア
リ
タ
キ
マ
マ
ノ
振
舞
ト
ハ
、

ワ
サ
ト
ト
ハ
、
故
意
ナ
リ
。
律
ニ
モ
、
故
犯
誤
犯
ト
イ
フ
コ
ト
ア
リ
。
故
犯
ハ
コ
ト
サ
ラ

ニ
、
意
ニ
タ
ク
ミ
テ
、

ア
シ
キ
身
語
意
ノ
フ
ル
マ
ヒ
ヲ
ナ
ス
ヲ
イ
ヒ
、
誤
犯
ハ
、

コ
コ
ロ
ニ
タ
ク
マ
ス
、

ア
ヤ
マ
リ
テ
、
律
ヲ
犯

ス
ヲ
イ
フ
ナ
リ
。

ア
リ
タ
キ
マ
マ
ト
ハ
、
即
チ
放
逸
ナ
リ
。
次
下
ノ
丈
ニ
、

タ
タ
無
断
放
逸
ノ
ミ
ニ
テ
ト
ノ
玉
フ
モ
ノ
是
ナ
リ

（
『
誘
蒙
記
』
上
、
二
六
丁
ウ
1
二
七
丁
オ
）

自
力
の
己
を
忘
れ
て
、
他
力
回
向
を
信
じ
喜
ぶ
者
が
念
仏
者
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
弥
陀
の
本
願
を
た
の
み
と
し
て
、
念
仏
申
せ
ば

救
わ
れ
る
か
ら
と
、
わ
ざ
と
自
ら
が
あ
り
た
い
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
は
放
逸
で
あ
る
と
誠
め
て
い
る
。
真
淳
は
こ
こ
で
放
逸
の
聡
え

と
し
て
律
の
故
犯
誤
犯
を
挙
げ
て
お
り
、
真
淳
が
「
戒
律
」
と
い
う
表
現
を
放
逸
に
陥
る
僧
侶
を
誠
め
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
用
い
る

よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
真
淳
は
、
同
じ
く
僧
侶
の
放
逸
を
誠
め
て
、
「
誘
蒙
記
』
で
は
、

末
世
ノ
ナ
ラ
ハ
シ
ト
云
ナ
ガ
ラ
、
総
シ
テ
風
俗
甚
タ
軽
薄
ニ
ナ
リ
ユ
キ
、
出
世
ノ
実
義
ヲ
開
キ
、
万
事
只
他
ノ
美
観
ニ
供
ヘ
候
事

ヲ
、
専
一
ニ
相
心
得
、
ミ
タ
リ
ニ
信
施
物
ヲ
費
候
係
、
冥
加
可
ノ
レ
恐
ル
之
至
ニ
候
（
略
）
祖
宗
門
下
ノ
子
弟
タ
ル
モ
ノ
、
可
一

h
ノ

マ

《

深
断
慎
一
義
ニ
候
事
等
ト
、
深
ク
厳
誠
ヲ
垂
レ
タ
マ
フ
ニ
テ
、
僧
侶
ノ
放
逸
悪
行
ニ
テ
ハ
、
ス
マ
ヌ
コ
ト
ヲ
、
深
ク
自
知
ス
ヘ
キ



ナ

（
『
誘
蒙
記
』
下
、

四
四
丁
オ
）

と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
者
は
深
く
慨
惚
し
、
僧
侶
と
し
て
自
覚
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
『
伝
戒
記
」
に
お
い
て
は
、

鳴
呼
瀧
末
ノ
道
俗
タ
レ
カ
正
シ
ク
七
衆
ノ
分
ヲ
全
ク
セ
ン
唯
是
レ
名
字
ノ
ミ
ナ
リ
シ
カ
レ
ド
モ
セ
メ
テ
深
ク
漸
惚
ヲ
懐
キ
慎
ン
テ

正
見
ヲ
失
ハ
ヌ
ガ
今
日
ノ
我
等
ガ
分
際
ナ
ル
ベ
シ
（
略
）
無
戒
破
戒
ノ
ワ
レ
ラ
辱
ク
モ
末
代
三
宝
ノ
一
分
ト
称
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
何

ノ
幸
カ
コ
レ
ニ
シ
カ
ン
ヤ
マ
コ
ト
ニ
漸
悔
ヲ
忘
レ
ス
シ
テ
ナ
ル
ヘ
キ
タ
ケ
一
一
一
業
ヲ
慎
ム
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ

（
『
伝
戒
記
」
三
二
丁
ウ
）

と
し
て
、
戒
を
持
つ
こ
と
の
で
き
な
い
身
で
は
あ
る
が
、

せ
め
て
漸
慌
を
懐
き
、

三
業
を
慎
ん
で
正
見
を
失
わ
ぬ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

」
の
他
に
も
真
淳
は
、

漸
塊
ハ
、
世
間
出
世
間
ニ
渉
リ
テ
、
須
央
モ
カ
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
妙
法
ナ
リ

（
『
誘
蒙
記
』
下
、

四
一
丁
ウ
）

と
す
る
な
ど
、
漸
塊
心
の
重
要
性
を
再
三
強
調
す
る
と
と
も
に
、
慎
む
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
先
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
真
淳
は
、
戒
律
を
非
常
に
柔
軟
に
捉
え
、
戒
律
の
持
つ
道
徳
的
・
倫
理
的
側
面
に
注
目
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
た
の
が
慎

み
の
心
で
あ
っ
た
。

真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
構
造
を
推
測
す
る
と
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
真
淳
は
教
え
を
誤
っ
て
捉
え
て
い
る
者
に
対
し
て
、

弥
陀
の
本
願
を
聞
き
、
他
力
回
向
の
信
心
を
得
て
称
名
念
仏
す
る
者
こ
そ
が
真
実
の
念
仏
者
で
あ
る
と
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
戒
律
と

い
う
表
現
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
願
を
誤
っ
て
捉
え
、
放
逸
に
陥
る
者
を
誠
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
真
実

の
念
仏
者
が
称
え
る
念
仏
は
、
信
心
を
得
た
と
こ
ろ
に
報
謝
の
念
仏
と
し
て
自
ず
と
具
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
念
仏
は
自
然
に
三
学

を
具
足
す
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
真
実
の
念
仏
者
と
は
、
自
然
に
慎
み
の
心
を
も
具
え
た
人
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
題



真
淳
に
お
け
る
念
と
戒
の
問
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四

お
わ
り
に

以
上
、
真
一
淳
の
著
述
の
上
に
彼
の
行
信
論
を
窺
い
、
そ
れ
が
復
古
運
動
に
お
け
る
戒
律
宣
揚
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
考

察
し
た
。

最
後
に
、
復
古
運
動
が
具
体
的
に
い
っ
始
ま
っ
た
も
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、

そ
の
一
貫
と
し
て
著
さ
れ
た
『
伝
戒
記
』
『
大
戒

秘
要
」
よ
り
も
五
年
前
の
著
述
に
あ
た
る
「
誘
蒙
記
』

の
中
に
、
復
古
運
動
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
考
え
ら
れ
る
丈
が
記
さ
れ
て
い

る

宗
意
ノ
肝
要
ハ
、
彼
ノ
印
施
ノ
一
紙
ニ
尽
テ
、
復
余
誼
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
門
下
ノ
道
俗
、
弊
風
ニ
一
扇
カ
レ
テ
、
慨
怠
放
逸
ニ
陥

ラ
ン
コ
ト
ヲ
慮
ラ
セ
タ
マ
ヒ
、
猶
コ
ノ
教
誠
ノ
一
章
ヲ
副
テ
、
苦
ロ
丁
寧
一
一
垂
示
、
ン
タ
マ
フ
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
鳴
呼
輪
下
婆
心
ノ
切

ナ
ル
、
有
信
ノ
輩
、
誰
レ
カ
心
ニ
銘
シ
骨
ニ
刻
マ
サ
ラ
ン

（
『
誘
蒙
記
」
上
、

二
丁
オ

1
ウ）

当
時
吾
党
ノ
道
俗
、

一
通
リ
御
法
流
ヲ
聴
聞
シ
テ
、
ア
ラ
ア
ラ
シ
キ
悪
事
ヲ
モ
ナ
サ
ス
シ
テ
、
正
見
ニ
住
ス
ル
ト
、
ワ
レ
モ
思
ヒ
、

シ

テ

ヲ

ス

レ

ハ

レ

ヲ

人
モ
オ
モ
ヘ
ト
モ
、
副
レ
実
レ
論
レ
之
、
凡
夫
ノ
ク
セ
ナ
レ
ハ
ト
、
カ
タ
ヅ
ケ
テ
、
恐
レ
ツ
ツ
シ
ム
意
ハ
ウ
ス
ク
、
タ
タ
無
漸
放
逸

ノ
ミ
ニ
一
ア
、

メ
テ
タ
キ
御
誓
ヲ
、

モ
タ
レ
モ
ノ
ト
シ
テ
、
三
業
ニ
悪
ヲ
造
リ
、
空
シ
ク
光
陰
ヲ
消
ス
ル
コ
ト
、
深
ク
漸
悦
ス
ヘ
キ

コ
ト
ナ
リ

（
「
誘
蒙
記
」
上
、

二
七
丁
オ
）

一
通
り
安
心
の
骨
髄
を
一
不
し
、
さ
ら
に
真
淳
が
そ
れ
に
註
を
加
え
て
『
科
註
』
を
著
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
そ
の
十
年
後
、
さ
ら
に
円
遵
は
宝
訓
を
示
し
、
真
淳
が
註
を
施
し
て
上
下
二
巻
に
も
わ
た
る
「
誘
蒙
記
』
を
著
し
た
こ
と

に
は
、
今
挙
げ
た
丈
に
述
、
べ
ら
れ
た
こ
と
が
原
因
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
こ
で
、
復
古
運
動
に
よ
っ
て
、
先
に
も
述
べ
た
、
自

円
遵
が
法
語
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
、

然
に
慎
み
の
心
を
具
え
た
真
実
の
念
仏
者
を
目
指
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



こ
こ
か
ら
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
真
淳
の
著
述
に
は
、
そ
の
表
現
に
椴
妙
な
変
化
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
科
註
』
に
は
「
慨

慌
」
、
「
慎
み
」
と
い
う
表
現
や
、
「
誠
め
」
等
の
表
現
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
「
誘
蒙
記
」
に
な
る
と
、
多
少
き
つ
い
く
ら
い
に
こ

れ
ら
の
表
現
を
用
い
て
僧
侶
の
あ
り
方
を
一
不
す
。
ま
た
そ
の
中
で
、
除
え
と
し
て
律
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
る
。
そ
し
て
「
伝
戒

記
」
『
大
戒
秘
要
」
に
な
る
と
、
「
戒
律
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
真
淳

に
お
け
る
念
と
戒
に
関
す
る
思
想
は
漸
次
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
復
古
運
動
に
か
け
る
思
い
が
あ
ま
り
に
強
か
っ
た
た
め
に
、
恐
ら
く
真
淳
は
、
戒
律
と
い
う
表
現
を

取
る
こ
と
で
、
そ
れ
程
の
心
持
ち
で
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
忘
れ
な
い
姿
勢
の
重
要
性
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
し
か
し
、
真
宗
に
お
い
て
戒
律
の
護
持
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
誤
解
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
。
慎
む
こ
と
の
重
要
性
を
示

す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
や
は
り
大
げ
さ
な
表
現
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
否
め
な
い
。
紙
数
の
都
合
に
よ
り
こ
こ
に
は
詳
細
に

示
せ
な
い
が
、
実
際
、
真
淳
の
影
響
力
が
あ
ま
り
に
強
か
っ
た
た
め
、
真
淳
示
寂
後
も
真
淳
の
学
系
が
続
い
て
行
く
中
で
、
こ
の
よ
う

（日）

な
学
説
に
疑
義
を
唱
え
る
人
々
が
現
れ
、
行
信
に
関
す
る
論
争
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

今
回
は
真
淳
の
行
信
論
を
明
確
に
し
、
彼
の
復
古
運
動
に
お
け
る
戒
律
宣
揚
の
思
想
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
主
に
「
科

註
」
と
『
誘
蒙
記
』
を
考
察
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
書
物
と
「
伝
戒
記
』
「
大
戒
秘
要
』
と
の
大
き
な
違
い
と
し
て
、
引
用
す
る

典
拠
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
、
同
じ
く
江
戸
時
代
の
宗
学
興
隆
期
に
活
躍
し
た
、
高
田
派
の
慧
雲
や
普
門
、
さ
ら
に
は
真
宗

他
派
の
学
僧
の
文
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
「
伝
戒
一
記
」
と

に
、
真
宗
他
派
と
高
田
派
の
行
信
論
や
戒
律
観
の
相
違
を
探
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

「
大
戒
秘
要
』
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
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